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１． 傾向管理の手法 

 傾向管理の手法は機器立ち上りのトレンドを見る方法と機器が熱平衡状態に達した後の経時的

（月毎）変化を見る方法があるが、ここでは従来より行われており且つ判断基準を設定すること

の出来る後者の方法を採用する。 

 

２． 管理基準値の検討 

(１) 傾向管理項目 

振動、軸受温度、潤滑油圧力等機器毎に設定された傾向管理項目は振動、温度、圧力、始動・

停止時間、回転速度の 5 つにまとめられる。 

(２) 傾向管理基準値設定の考え方 

計測データは運転点、外気温度等の種々のバラツキを含む。傾向管理を行う場合、このばら

つきの要因を除去したデータで行う方法と、バラツキを包含したデータで行う方法がある。 

 1）ばらつきの要因を除去したデータで行う方法 

運転点や外気温度などを常に同じにして管理運転を行うことや異なる環境条件の計測データ

を同じ環境条件のデータに加工することは出来ない。従って、本方法での傾向管理は困難であ

る。 

 2）ばらつきを包含したデータで行う方法 

①正常な機器の計測データは、ほとんどのバラツキの要因を含んでおり、この範囲に入るデー

タは正常であると考えられる。この範囲を管理基準値とする。 

②傾向管理であるから個々のデータの値に着目するのではなく、線としてのデータの傾向に着

目すれば、ばらつきか機器の状態の変化かを識別できる。 

(３) 傾向管理基準値の設定および評価方法 

 1）管理基準値（注意値、予防保全値） 

①振動 

傾向管理を行う場合は一般に相対判定基準法が用いられ、傾向管理基準値は初期値の 2.5

倍を注意値、6.3 倍を予防保全値とする。（ISO10816-1:1995 の考え方を準用） 

②温度、圧力、始動・停止時間、回転速度 

温度、圧力、時間、回転速度の場合は、統計的品質管理の考え方（JIS Z 9021:1998）を採

用し、管理基準として 2σ、3σを適用する。傾向管理の上限及び下現の基準値は、次のよう

に設定する。 

注意値 ＝ m±2σ（温度、始動時間は+のみ、回転速度はマイナスのみ、圧力、停止時間

は±を適用する） 

予防保全値 ＝ m±3σ（温度、始動時間は+のみ、回転速度はマイナスのみ、圧力、停止

時間は±を適用する） 

 2）評価方法 

①この管理基準値を超えて尚上昇又は下降傾向にあり、且つ環境条件等からこの上昇又は下降

傾向を生む要因が見つからないときは、機器の状態が初期より変化しつつある可能性がある。 
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②上記により機器の状態が変化したと推定されたときは、設備点検、精密診断等により原因の

究明を行う。その結果により、許容値も考慮し必要な場合は整備を行う。 

 【参考】振動診断における簡易診断と精密診断 

（ISO 基準に基づく機械設備の状態監視と診断（振動 ｶﾃｺﾞﾘｰⅡ）【第 2,3 版】2010.3 抜粋 

③計測データが管理基準値を超えてもその後安定した運転が継続されている場合は、機器の状

態が変化したと考えられるが、故障に至る兆候とは判断できず、新たな管理基準値を設定す

る。 

  

３． 初期値 

初期値として号機毎、部位毎に正常と思われるある一定期間のデータの平均値を採用する。 

 

当初、初期値として、設置時のデータがあれば、設置時のデータを用いることとしていた。 

正常値の設定方法は以下によるものとする。 

【設置時または稼働初期段階における計測データがある場合】 

設置時または稼働初期段階における計測データの値、または平均値 

【設置時または稼働初期段階における計測データがない場合】 

以下の２条件を満たす直近データの平均値とする。 

① 計測値に急激な増減が無いこと 

② 点検時の不具合コメントが無いこと 

 

設置時、及び設置後の月・年点検における計測結果があれば、複数データにより標準偏差が

算定できるが、設置時の試運転結果のみでは、計測データが 1点のみで標準偏差が算定できな

い。 

 

 その他、今回の計測データの傾向を確認すると、初期のデータが一定期間増減傾向を示した

後、安定した領域になるものもある。初期は慣らし運転時期であり、一定期間運転後、安定し

た運転が行われているとも考えられる。 

 以上より、正常値の設定は、計測データの傾向を確認した上で、正常値区間を設定すること

とする。 
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計測値が初期値から増加後安定するケース（下図左）では、初期値＝正常値とし、初期値か

ら一定期間漸減後安定するケース（下図右）では、漸減後の安定時の値を正常値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 計測データ事例（正常値区間の設定） 

 

４．点検データの選択 

月点検での計測データを基本とするが、温度計測値については、季節変動があり、月点検デ

ータでは傾向が把握しづらい。 

この対策としては、毎年一定時期（ex.5月）に実施される年点検データによる傾向把握を行

うものとする。 

 

【月点検データ】         【年点検データ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 計測データ事例（潤滑油冷却器温度） 

 

その他、温度計測データは室温の影響を受けることから、計測結果には室温を明記して

おく必要がある。 

 

 

【初期値＝正常値 とするケース】 【一定期間経過後の計測値＝正常値 とするケース】 
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５． 傾向管理における管理基準値と初期値のまとめ 

・ 傾向管理は、基本的に機器の状態が静定した後の計測データを経時的（月毎）に記録し管理す

る方法を採用する。長時間の管理運転ができないときは 30～60 分の運転を行う。 

・ 管理基準値は、振動については初期値の 2.5 倍を注意値、6.3 倍を予防保全値とし、その他に

ついては初期値に標準偏差の 2 倍、3 倍を加減した値、m±2σを注意値、m±3σを予防保全

値とする。 

・ 初期値として号機毎、部位毎に正常と思われるある一定期間のデータの平均値を採用する。 

 

参考文献 

1) 社団法人河川ポンプ施設技術協会：ポンプ設備の新たな維持管理手法検討業務,p.1-14，2005.3  

25 文字 
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【参考 管理基準値の定義】 

 

判断基準の設定方法には、大きく分けて絶対値判定基準と相対値判定基準がある。 

①絶対値判定基準 

同一部位（例えば軸受）で測定した振動値を JIS、ISO などで定められた「判定基準」と

比較して、良好／不良を判定する。 

②相対値判定基準 

同一部位を定期的に測定して時系列比較し、正常な場合の値を初期値として、その何倍に

なったかを見て判定する。 

 

通常、絶対値判定基準は標準回転機械に対して作られており、全ての設備には適用できないた

め、傾向管理を行う場合は一般に相対値判定基準が用いられる。 

 

１－１ 初期値 

据付時または最新整備後から 1 年程度で機器が安定した状態の測定値の平均値として、以下の

通り定義する。 

機器が安定した状態のデータが得られない期間は、据付時または最新整備後の初回データを仮

の初期値とし、安定した状態のデータが得られた時点で、初期値を再設定する。再設定を行って

も以前の設定値は、当初からの傾向を確認するための履歴を残す必要がある。 

初期値：機器を設定した初期の安定した状態での値。傾向管理を行っていく上で相対的

な基準となる。 

 

１－２ 注意値 

注意値は傾向管理を行う上で安定した状態から機器の状態が変わったと推定される測定値の

レベルとして、以下の通り定義する。 

 

注意値：何らかの要因により、機器の状態が安定した状態から変化したと推測される値。 

原因を究明するなどの対応を要し、詳細な診断を行う。 

ただし、測定データが注意値を超えてもその後安定した運転が継続されて故障ではないと判断

される場合や、注意値を超えていなくても上昇傾向を示していると注意を必要とする場合もある。

したがって、測定データが注意値内に収まっているかに関わらず、前後の傾向も加味して判断す

る必要がある。 
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以下に必要な管理項目である振動と温度を例にして、注意値の設定方法を説明する。 

 

(１) 振動 

ISO10816-1(JIS B 0906)の規定を整理し、しきい値として、以下の値とする。 

     注意値＝2.5ｍ  予防保全値＝6.3ｍ 

     ただし、ｍ；正常値 

 ISO10816-1(JIS B 0906)の管理値は、実際の振動計測データを基に設定されたものであるとされて

いる。 

表１ ISO8051を基に設定した振動計測値のしきい値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 温度 

相対値判定基準の正常時から状態が変化したことを判断する方法の一つとして、統計的品質管

理の考え方から、標準偏差を用いる方法がある。統計的に±3σの幅にはデータの 99.7％が含ま

れることから、その幅から外れた場合には、状態が変化したと判断する。 

(JIS Z 9021 管理図‐一般指針 1999 年) 

 

注意値＝m+2σ 

予防保全値＝m+3σ 

ここで、m：初期値 

    σ：標準偏差 

 

しかし、この方法を用いるにあたっては以下の問題がある。 

 

① データのバラツキが大きいために注意値が管理限界値（許容値）を超える場合は、管理限界

値と傾向によって管理することになる。したがって、測定時の環境条件を出来るだけ同一にし

て、バラツキを少なくすることが必要である。またはバラツキと判断されるデータを除外して

σを算出する必要がある。 

 

② 測定データ数がある程度揃わない時点では、標準偏差を求めることができない。  

クラスⅠ クラスⅡ クラスⅢ クラスⅣ

4.5 7.1 11.2 18

1.8 2.8 4.5 7.1

0.71 1.12 1.8 2.8

回転速度が600～12000rpmの振動速度の実効値RMS(mm/s)

　　　　　　クラスⅣ：　（＞300kW、柔性基礎）

       周波数帯域：10～1000Hz

　　　　　　クラスⅠ：　（15kW以下）

　　　　　　クラスⅡ：　（15kW～300kW）

　　　　　　クラスⅢ：　（＞300kW、剛性基礎）

2.5倍

6.3倍危険

注意

準正常

正常
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σの算出には複数の測定データ数が必要であることから、この方法は機器の状態が安定して

初期値を本設定する際に算出するものとする。 

それまでは、仮設定した初期値と共に以下の式を用いて、仮の注意値を暫定的に運用するもの

とし、以下の式により算出する。 

 

注意値（仮）＝{（管理限界値―初期値）／2}+初期値 
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ここで、正規分布と標準偏差：σについて説明する。 

計測値 x が平均μ、標準偏差σの正規分布に従う場合、計測値 x が表れる確率密度 f(x)は、

次式によって表される。 

𝑓(𝑥) =
1

√2𝜋𝜎
𝐸𝑋𝑃{

−（𝑥 − 𝜇）
2

2𝜎2
} 

 

なお、標準偏差とはばらつきの大きさを表す指標で、これが大きいとばらつきが大きく、小

さいとばらつきは小さい。 

分かりやすくするために、平均 x＝0, 標準偏差σ＝1 の時のグラフを書きに示す。 

 

図３ 正規分布曲線 

 

 

図からわかるように、±3σの範囲には 99.7％のデータが入る。つまり、正常なデータであれ

ばほとんどは±3σの範囲に入る。逆に、この範囲から外れたデータは、正常な状態のものでは

ないと推定できる。 

また、標準偏差は測定データから次式により求められる。 

σ＝√
∑ (𝑥𝑖 − �̅�)2𝑛
𝑖=1

𝑛 − 1
 

 

ここで、xi は n このデータを表し、�̅�はその平均値を表す。 
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１－３ 予防保全値 

予防保全値は、状態監視を行う上で機器・部品の破損等を未然に防ぐためにその値を超えて

の運用を許容しないレベルとして、以下の通り定義する。 

 

予防保全値：機器の安全確保を目的として、運用を許容する上限または下限の値。予防

保全値が許容値を上回る場合は、許容値が予防保全値になる。 

許容値は、JIS 等の規格またはメーカーが設定した機器が安全に使用できるこ

とを保証する上限または下限の値である。 

 

機器・部品に劣化や異常が生じたまま運用すると、最終的には破損等による運用不能に至る

が、振動や温度等の値にも異常に伴う変化が現れる。よって、未然に破損等を防ぐために故障

に至る前に予防保全値を設け、その値を超えての運用を許容しない。 

振動においては、前項で述べたように初期値の 6.3 倍を予防保全値とする。予防保全値が許

容値より大きくなる場合は、許容値を予防保全値とする。 

 

参考文献 

1) 社団法人河川ポンプ施設技術協会：河川ポンプ設備の健全度評価マニュアル策定業務,pp.4-40－4-43，2005.3 
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傾向管理グラフマクロ利用手順 

【平成３０年３月追加】 
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■傾向管理項目測定値のグラフ化 

1. 傾向管理対象データを機械設備維持管理システム設備カルテ画面から「運転記録一覧出

力」を選択し、設備カルテ画面で表示している設備の運転記録の一覧を出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・傾向管理測定項目の TSV ファイル出力は、揚排水ポンプ設備及び道路排水設備の２

設備を対象とする。（水門設備は対象外とする。） 

 

TSV ファイル出力 

TSV ファイル 
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2. 「H29 機械設備傾向管理評価業務」の支援マクロ機能の CD のフォルダから「①傾向管

理グラフ作成」のフォルダに遷移する。 

 

 

 

3. グラフデータを出力したいフォルダにグラフ作成マクロを配置する。 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・グラフ作成マクロのファイル名称は、任意の名称とする。 

・また、グラフ作成マクロを配置するフォルダは、任意の名称とする。 

グラフ作成マクロ（TSV ファイルを貼り付

けたもの）と振動、非振動のグラフ描画時

のテンプレートファイルをフォルダに配置

する。 

「①傾向管理グラフ作成」のフォルダに遷

移する。 
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4. 出力データをグラフ作成マクロフォーマットへの貼り付けを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. グラフ作成マクロを実行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TSV 

ファイル

を貼り付

け 

TSV ファイル グラフ作成マクロ 

測定結果貼り付け結果 

グラフ作成マクロ左上の「作成ボタン」を

選択する。 

TSV ファイル全体を選択し、グラフ作成マ

クロの Excel ファイルに貼り付ける。 
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6. グラフ作成マクロと同一のフォルダに傾向管理グラフファイルが作成される。 

 

 

  

作成ボタンを実行すると測定項目別に

傾向管理グラフが作成される。 
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【作成グラフフォーマット解説】 

・傾向管理グラフが描画された Excel マクロは、標準偏差を使用する振動以外の測定項目と正常

値の 2.5 倍、6.3 倍を適用する振動の２つのフォーマットで構成される。 

・出力時は、正常値区間が、記載データ全体を正常値期間としている。 

・必要に応じて正常値期間を変更し、傾向管理グラフの作成をする。（詳細は、本資料の正規分布

「σ」、「＋２σ」、「＋３σ」によるグラフ設定方法を参照） 

・同一の測定項目は、１つのファイルに複数シートで出力される。 

 

 

 

 

 

  

同一の測定項目で、号機等が異なる場合は、

複数のシートでグラフが作成される。 

振動以外のグラフファイル 

振動のグラフファイル 
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年点検データ抽出マクロ利用手順 

【平成３０年３月追加】 
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■グラフ作成マクロで作成した傾向管理グラフから年点検データのみを抽出 

1. 「H29 機械設備傾向管理評価業務」の支援マクロ機能の CD のフォルダから「②月度選

択と凡例貼付マクロ」のフォルダに遷移する。 

 

 

 

2. 年点検データ抽出マクロを任意のフォルダに配置する。 

 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・年点検データ抽出マクロは、年点検月が同一であれば複数ファイル・複数シート同時

に実行可能である。 

・フォルダ名称及び年点検データ抽出マクロの名称は、任意の名称とする。 

年点検データ抽出マクロを任意のフォルダ

に配置する。 

「②月度選択と凡例貼付マクロ」のフォル

ダに遷移する。 
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3. 年点検データのみでグラフ化したいデータを年点検データ抽出マクロと同一フォルダに

配置する。 

 

 

 

4. 年点検データ抽出マクロを起動し、年点検月を選択する。 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・「Field」のシートは、処理時に必要となるシートのため、削除や修正を実施しては行

けない。 

年点検データのみでグラフ化したいデータ

を年点検データ抽出マクロと同一フォルダ

に配置する。 

抽出したい月を選択し、「OK」ボタンを

選択する。 

※複数の月の選択が可能。 

「月度選択」ボタンを選択する。 
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5. マクロの実行が完了すると、「3.」にて年点検データ抽出マクロと同一フォルダに格納し

たデータが上書き保存される。 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・年点検データに絞られたグラフ Excel ファイルは、上書きされるため年点検に絞る前

のデータは、バックアップを取得し、処理を実行する。 

「OK」ボタンを実行すると「2.」にて年点検デ

ータ抽出マクロと同一フォルダに格納したデータ

が上書き保存される。 
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6. 年点検データ抽出後の傾向管理グラフの作成結果を確認し、必要事項を手入力する。 

※グラフに対しての初期値区間設定等の手順は、「正規分布によるグラフ設定方法」を

参照。 

 

 

 

  

初期値区間を設定する。 

グラフの体裁を整える。 
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凡例貼付マクロ利用手順 

【平成３０年３月追加】 
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■作成した傾向管理グラフに計測項目の基準値等を記載した凡例を自動入力 

1. 「H29 機械設備傾向管理評価業務」の支援マクロ機能の CD のフォルダから「②月度選

択と凡例貼付マクロ」のフォルダに遷移する。 

 

 

 

2. 凡例貼付マクロを任意のフォルダに配置する。 

 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・凡例貼付マクロは、凡例の記載内容が同一であれば複数ファイル・複数シート同時に

実行可能である。 

・フォルダ名称及び凡例貼付マクロの名称は、任意の名称とする。 

凡例貼付マクロを任意のフォルダに配置す

る。 

「②月度選択と凡例貼付マクロ」のフォル

ダに遷移する。 
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3. 凡例を貼り付けたい傾向管理グラフを凡例貼付マクロと同一フォルダに配置する。 

 

 

 

  

凡例を貼り付けたい傾向管理グラフを凡例

貼付マクロと同一フォルダに配置する。 
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4. 凡例貼付マクロを起動し、凡例の記載内容を所定の位置に入力し、マクロを実行する。 

 

 

 

 

 

  

「凡例作成」ボタンを選択する。 

1 段目には設置年度、2 段目には各計測

項目の基準値、3 段目には基準値の出典

元を記載する。 

「凡例作成」ボタンを選択する

と、赤枠内に貼り付ける凡例が表

示される。 

凡例の記載内容を確認し、「凡例貼

付」ボタンを選択する。 
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5. マクロの実行が完了すると、「3.」にて凡例貼付マクロと同一フォルダに格納したデータ

が上書き保存される。 

 

 

 

＜グラフ凡例貼り付けイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「凡例貼付」ボタンを実行すると「2.」にて凡例

貼付マクロと同一フォルダに格納したデータが上

書き保存される。 

正常値＝1.33 

－3σ＝0.89 

－2σ＝1.03 

－σ＝1.18 

＋σ＝1.48 

＋2σ＝1.62 

＋3σ＝1.77 

0.50

0.70

0.90

1.10

1.30

1.50

1.70

1.90

2.10

2.30

6 6 7 6 6 6 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

S61年度 S63年度 H01年度 H02年度 H03年度 H05年度 H08年度 H12年度 H13年度 H14年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

単
位

：
ｍ

ｍ

E77水門 1号ゲート開閉装置 中間ギヤ バックラッシュ 測定

正常値 測定値

初期値設定区間

S56年度設置

メーカ基準値 | 0.36～1.60mm以内（H29年度時点）

出典｜S61.6月E77水門設備外3点検整備業務 報告書

指定した内容の凡例がグラフ内にコメントが記載

される。 
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正規分布 「 σ 」、「 ＋２σ 」、「 ＋３σ 」、によるグラフ設定方法
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①→
②→
③→
④→
⑤→
⑥→

初期値設定区間

①『測定値』 ： 実際の測定値を入力
②『正常値』 ： 初期値設定区間の『測定値』を平均した値 【 ＡＶＥＲＡＧＥ 関数使用 】
③『偏差』 ： σを計算する時に必要な項目。初期値設定区間の『測定値』の標準偏差値 【 ＳＴＤＥＶ 関数使用 】（グラフ上には表示されない）
④『＋σ』 ： 【 『正常値』 ＋ 『偏差』 】
⑤『＋２σ』 ： 【 『正常値』 ＋ 『偏差』 × ２ 】
⑥『＋３σ』 ： 【 『正常値』 ＋ 『偏差』 × ３ 】

②→

④→

⑥→

⑤→
使用関数
関数とはあらかじめ定義された数式のこと

・ ＡＶＥＲＡＧＥ （ 範囲 ）
「指定した範囲内の平均を求める」

・ ＳＴＤＥＶ （ 範囲 ）
「指定した範囲内の偏差を求める」

※範囲は初期値設定区間の
『測定値』を設定する
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・計算式の例
②『正常値』 ： Ｆ８ ＝ ＡＶＥＲＡＧＥ （ Ｏ７ ： Ｔ７ ） ← Ｆ８ （Ｈ１０年度の『正常値』セル） に、Ｏ７ ～ Ｔ７ （Ｈ１９ ～ Ｈ２４の『測定値』）の平均を求める。
③『偏差』 ： Ｆ９ ＝ ＳＴＤＥＶ （ Ｏ７ ： Ｔ７ ） ← Ｆ９ （Ｈ１０年度の『偏差』セル） に、Ｏ７ ～ Ｔ７ （Ｈ１９ ～ Ｈ２４の『測定値』）の標準偏差を求める。
④『＋σ』 ： Ｆ１０ ＝ Ｆ８ ＋ Ｆ９ ← Ｆ１０ （Ｈ１０年度の『＋σ』セル）に、Ｆ８ （『正常値』） ＋ Ｆ９ （『偏差』）
⑤『＋２σ』 ： Ｆ１１ ＝ Ｆ８ ＋ Ｆ９ ＊ ２ ← Ｆ１１ （Ｈ１０年度の『＋２σ』セル）に、Ｆ８ （『正常値』） ＋ Ｆ９ （『偏差』） × ２
⑥『＋３σ』 ： Ｆ１２ ＝ Ｆ８ ＋ Ｆ９ ＊ ３ ← Ｆ１２ （Ｈ１０年度の『＋３σ』セル）に、Ｆ８ （『正常値』） ＋ Ｆ９ （『偏差』） × ３

②→
③→
④→
⑤→
⑥→

初期値設定区間（ Ｏ７ ～ Ｔ７ ）

計算式は最初の列だけに入力し、残りは数値が同じになるようにする。

※年度を追加した場合、正常値と偏差の範囲設定がずれる場合があるので、要確認。
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【 『 正常値 』 入力例 】
１. 『正常値』項目の先頭年度セル①を選択。
２. 「関数の挿入」ボタン②をクリックし、「関数の挿入」ダイアログ内の③を「統計」に設定し、「ＡＶＥＲＡＧＥ」④を選択し「ＯＫ」ボタンを押す。

「関数の引数」ダイアログ内の⑤に初期値設定区間の『測定値』範囲を設定し「ＯＫ」ボタンを押す。

※もしくは、数式バー⑥に、 「 ＝ ＡＶＥＲＡＧＥ （ 初期値設定区間 ） 」 数式を直接手入力する。

①

⑥②

③

④

⑤

＝ ＡＶＥＲＡＧＥ （ Ｏ７ ： Ｔ７ ）



- 30 - 

 

【 『 偏差 』 入力例 】
１. 『偏差』項目の先頭年度セル①を選択。
２. 「関数の挿入」ボタン②をクリックし、「関数の挿入」ダイアログ内の③を「すべて表示」に設定し、「ＳＴＤＥＶ」④を選択し「ＯＫ」ボタンを押す。

「関数の引数」ダイアログ内の⑤に初期値設定区間の『測定値』範囲を設定し「ＯＫ」ボタンを押す。

※もしくは、数式バー⑥に、 「 ＝ ＳＴＤＥＶ （ 初期値設定区間 ） 」 数式を直接手入力する。

①

③

④

⑤

＝ ＳＴＤＥＶ （ Ｏ７ ： Ｔ７ ）

⑥②
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【 『 ＋σ 』、『 ＋２σ 』、『＋３σ 』 それぞれの入力例 】
１. 『＋σ』項目の先頭年度セル①を選択。 数式バー④に、「 ＝ Ｆ８（正常値） ＋ Ｆ９（偏差） 」 数式を直接手入力する。
２. 『＋２σ』項目の先頭年度セル②を選択。 数式バー④に、「 ＝ Ｆ８（正常値） ＋ Ｆ９（偏差） ＊ ２ 」 数式を直接手入力する。
３. 『＋３σ』項目の先頭年度セル③を選択。 数式バー④に、「 ＝ Ｆ８（正常値） ＋ Ｆ９（偏差） ＊ ３ 」 数式を直接手入力する。

④

①

＝ Ｆ８ ＋ Ｆ９

②

③
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【 先頭年度より後の入力例 】
残りの空白セルには、先頭年度の数値と同じ値を入力する。

・コピーして貼り付けでも対応できますが、『測定値』追加等により初期値設定区間を再設定した場合、
『正常値』と『偏差』の範囲も変更になり値が変わる場合があるので、その時の対処法。

『正常値』の場合 「 ＝ ＄Ｆ８ 」、
『偏差』の場合 「 ＝ ＄Ｆ９ 」、
『＋σ』の場合 「 ＝ ＄Ｆ１０ 」、
『＋２σ』の場合 「 ＝ ＄Ｆ１１ 」、
『＋３σ』の場合 「 ＝ ＄Ｆ１２ 」、

上記 「 」 内の数式を、先頭年度より後のセルに入力する。
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振動値のグラフ設定方法
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初期値設定区間

←①
←②
←③
←④

①『測定値』 ： 実際の測定値を入力
②『正常値』 ： 初期値設定区間の『測定値』を平均した値 【 ＡＶＥＲＡＧＥ 関数使用 】
③『注意値』 ： 【 『正常値』 × ２．５ 】
④『危険値』 ： 【 『正常値』 × ６．３ 】

②→

③→

④→

使用関数
関数とはあらかじめ定義された数式のこと

・ ＡＶＥＲＡＧＥ （ 範囲 ）
「指定した範囲内の平均を求める」

※範囲は初期値設定区間の
『測定値』を設定する

④『予防保全値』 

④→予防保全値 

予防保全値←④ 
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初期値設定区間（Ｐ７ ～ Ｔ７）

←②
←③
←④

・計算式の例
②『正常値』 ： Ｆ８ ＝ ＡＶＥＲＡＧＥ （ Ｐ７ ： Ｔ７ ） ← Ｆ８ （Ｈ１０年度の『正常値』セル） に、Ｐ７ ～ Ｔ７ （Ｈ２０ ～ Ｈ２４の『測定値』）の平均を求める。
③『注意値』 ： Ｆ９ ＝ Ｆ８ ＊ ２．５ ← Ｆ９ （Ｈ１０年度の『注意値』セル）に、Ｆ８ （『正常値』） × ２．５
④『危険値』 ： Ｆ１０ ＝ Ｆ８ ＊ ６．３ ← Ｆ１０ （Ｈ１０年度の『危険値』セル）に、Ｆ８ （『正常値』） × ６．３

計算式は最初の列だけに入力し、残りは数値が同じになるようにする。

※年度を追加した場合、正常値の範囲設定がずれる場合があるので、要確認。

予防保全値←④ 

④『予防保全値』 『予防保全値』 

予防保全値 
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①

⑥②

③

④

⑤

＝ ＡＶＥＲＡＧＥ （ Ｐ７ ： Ｔ７ ）

【 『 正常値 』 入力例 】
１. 『正常値』項目の先頭年度セル①を選択。
２. 「関数の挿入」ボタン②をクリックし、「関数の挿入」ダイアログ内の③を「統計」に設定し、「ＡＶＥＲＡＧＥ」④を選択し「ＯＫ」ボタンを押す。

「関数の引数」ダイアログ内の⑤に初期値設定区間の『測定値』範囲を設定し「ＯＫ」ボタンを押す。

※もしくは、数式バー⑥に、 「 ＝ ＡＶＥＲＡＧＥ （ 初期値設定区間 ） 」 数式を直接手入力する。

予防保全値 
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①

＝ Ｆ８ ＊ ２．５

【 『 注意値 』、『 危険値 』 それぞれの入力例 】
１. 『注意値』項目の先頭年度セル①を選択。 数式バー③に、「 ＝ Ｆ８（正常値） ＊ ２．５ 」 数式を直接手入力する。
２. 『危険値』項目の先頭年度セル②を選択。 数式バー③に、「 ＝ Ｆ８（正常値） ＊ ６．３ 」 数式を直接手入力する。

③

②
予防保全値 

『予防保全値』 

『予防保全値』 
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【 先頭年度より後の入力例 】
残りの空白セルには、先頭年度の数値と同じ値を入力する。

・コピーして貼り付けでも対応できますが、『測定値』追加等により初期値設定区間を再設定した場合、
『正常値』の範囲も変更になり値が変わる場合があるので、その時の対処法。

『正常値』の場合 「 ＝ ＄Ｆ８ 」、
『注意値』の場合 「 ＝ ＄Ｆ９ 」、
『危険値』の場合 「 ＝ ＄Ｆ１０ 」、

上記 「 」 内の数式を、先頭年度より後のセルに入力する。

予防保全値 

予防保全値 

『予防保全値』 
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診断評価結果一覧表作成マクロ利用手順 

【平成３０年３月追加】 
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■診断評価結果一覧表作成マクロ利用手順 

1. 「H29 機械設備傾向管理評価業務」の支援マクロ機能の CD のフォルダから「③診断評価一覧

作成」のフォルダに遷移する。 

 

 

 

2. 診断評価結果一覧表作成マクロを任意のフォルダに配置する。 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・診断評価結果一覧表は、設備毎に実行をするツールである。 

・複数施設の診断評価結果一覧表を同時に作成する事は行う事ができない。 

・フォルダ名称及び一覧表作成マクロの名称は任意の名称とする。 

診断評価結果一覧表作成マクロを任意のフ

ォルダに配置する。 

「③診断評価一覧作成」のフォルダに遷移

する。 
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3. 診断評価結果一覧表作成マクロを配置したフォルダに「グラフ Excel ファイル」フォルダを作

成する。 

 

 

 

4. 「グラフ Excel ファイル」フォルダ内に前項までの手順で作成した傾向管理グラフを格納す

る。 

 

 

 

  

診断評価結果一覧表を作成する対象の傾向

管理グラフを格納する「グラフ Excel ファ

イル」フォルダを作成する。 

傾向管理グラフの Excel ファイルを「グラ

フ Excel ファイル」に格納する。 
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5. 一覧表作成用マクロを起動し、診断評価結果一覧表を作成する設備種類を選択する。 

 

 

 

6. 施設名の項目に一覧表を作成する施設の名称を入力し、「作成」ボタンを選択する。 

 

 

 

診断評価結果一覧を作成する設備種類を選

択する。（イメージは、「揚排水ポンプ設

備」選択時） 

施設名を入力する。（イメージは、「菊沢川

排水機場」） 

「作成」ボタンを選択する。 

別シートの評価結果一覧表シートは一覧表作成

時のテンプレートとなるため、シート削除等を

行わない。 
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7. マクロの実行が完了すると、診断評価結果一覧表作成マクロを配置したフォルダに診断評価結

果一覧表の Excel ファイルが作成される。 

 

 

 

8. 診断評価結果一覧表の不要な列を非表示にする。 

 

 

 

 

 

 

  

「作成」ボタンを実行すると診断評価結果

一覧表が作成される。 

非表示 
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9. 診断評価結果一覧表の作成結果を確認し、必要事項を手入力する。 

 

 

 

 

 

 

  

傾向管理グラフの凡例及び正常値、注意値、予防保全値等

の値が記載されている場合は、診断評価結果一覧表に転記

される。 

現状評価結果は、各設備の傾向

から個別に記載する。 
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診断評価シート作成マクロ利用手順 

【平成３０年３月追加】 
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■診断評価シート作成マクロ利用手順 

1. 「H29 機械設備傾向管理評価業務」の支援マクロ機能の CD のフォルダから「④傾向管理シー

ト作成アドイン」のフォルダに遷移する。 

 

 

 

2. 診断評価シート作成用アドインファイルを所定の位置に配置し、アドインを追加する。 

 

 

 

「C:¥Users¥[ユーザ名]¥AppData¥Roaming¥Microsoft¥AddIns」 

にアドインファイルを配置し、アドインを追加する。 

「④傾向管理シート作成アドイン」のフォ

ルダに遷移する。 
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3. 診断評価結果一覧表 Excel の AB 列にテンプレ番号を入力し、AC 列に測定方法を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

テンプレート一覧表を以下に示す。 

設備区分 テンプレ No. 評価方法 テンプレートファイル名称 

水門設備 1 絶対評価 テンプレ 1_絶対値.xlsx 

2 相対評価 テンプレ 2_相対値.xlsx 

揚排水設備 1 絶対評価 テンプレ 1_絶対値_振動ベント.xlsx 

2 絶対評価 テンプレ 2_絶対値_振動以外の項目用.xlsx 

3 相対評価 テンプレ 3_相対値_振動.xlsx 

4 相対評価 テンプレ 4_相対値_温度.xlsx 

5 相対評価 テンプレ 5_相対値_デフレクション.xlsx 

道路排水設備 1 相対評価 テンプレ 1_相対値.xlsx 

  

【留意事項】 

・「C:¥Users¥[ユーザ名]¥AppData」のフォルダは、隠しフォルダとなっている場合が

あるため、下記の手順で隠しフォルダを表示させてから作業を実施する。 

＜実施手順＞ 

「コントロールパネル」⇒「デスクトップのカスタマイズ」⇒「フォルダオプション」

⇒「表示」タブの順で選択する。 

「詳細設定」を選択し、「隠しファイル、隠しフォルダ、及び隠しドライブを表示す

る」を選択し、「OK」を選択する。 

AB 列にテンプレ番号を入力し、AC 列に測定方法を入力する。 
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4. 振動計測結果の項目のみ、診断評価結果一覧表 Excel の AD 列～AL 列に振動計測値を入力す

る。 

 

 

 

5. 診断評価結果一覧表 Excel と同フォルダ内に傾向管理グラフ格納用フォルダを配置する。 

 

 

 

 

  

診断評価結果一覧表 Excel と同フォルダ内に傾向管理

グラフ格納用フォルダを配置する。 

振動の測定項目に対して、振動計測値を記載する。 
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6. 診断評価結果一覧表 Excel の AM 列にグラフ取得元のファイル名を設定し、AN 列に同シート

名を設定する。 

 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・「診断評価結果一覧表作成マクロ」で一覧表を作成した場合は、対象のグラフのファ

イル名及びシート名が自動的に記載される。 

・グラフ記載のファイル名及びシート名に変更を実施した際は、手作業での修正を実施

する。 

グラフが記載されているファイル名

（拡張子は含まない）を記載する。 

グラフが記載されているシート名を記

載する。 
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7. マクロを実行すると、診断評価結果一覧表 Excel を配置したフォルダに診断評価シート Excel

ファイルが作成される。 

 

 

 

 

 

＜傾向管理評価シートイメージ＞ 

 

 

 

 

  

【留意事項】 

・シート名の先頭に記載されている 3 桁の数字は、一覧表の No.である。 

診断評価シート作成マクロを実行すると診断評価

結果一覧表 Excel を配置したフォルダに診断評価

シート Excel ファイルが作成される。 

傾向管理評価シート作成イメージ 傾向管理グラフ貼り付けイメージ 
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【支援機能に関する注意事項】 

・マクロコンテンツの有効化 

⇒支援機能 Excel マクロファイル実行時に「セキュリティの警告」が表示された際は、「コンテンツの

有効化」を選択し、マクロ機能が実行可能な設定状況とする。 

 

 

・河川用水門設備 傾向管理グラフフォーマット 

⇒河川用水門設備は、システムからの運転記録出力に対応していないため傾向管理グラフの作成マクロ

を実行する事ができない。そのため、傾向管理グラフ作成以降のマクロ機能を実行する場合は、傾向

管理グラフは、1 シート１測定項目として１シートに１つの傾向管理グラフのみが表示されているも

のとする。 

 

  

各マクロ機能使用時にセキュリティの警告が表示

された際は、「コンテンツの有効化」を選択した

後、マクロ機能を実行する。 

1 測定項目辺り 1 シートとして傾向管理グラフを

作成する。 
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運転記録一覧出力機能 

【平成３０年３月追加】 
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■運転状況一覧出力機能の利用手順 

運転記録表作成時の運転状況を確認するため、運転状況が記載された運転記録表１と運転記録表２の

登録日付が表示された一覧を出力する。 

 

1. 機械設備維持管理システムで、運転状況の出力を行いたい設備に遷移し、設備カルテ画面の上

部の「運転記録一覧出力」を選択する。 

設備カルテ画面への遷移は、機械設備維持管理システムの操作手順書を参照。 

 

 

 

2. 運転状況一覧の TSV ファイルが出力される。 

 

 

運転状況の一覧が表示され

たファイルが出力される。 
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3. 出力された TSV ファイルをテキストエディタ等で開き、記載データを全選択し、Excel ファ

イルに貼り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

テキストエディタ閲覧 Excel 貼り付け時 

貼り

付け 
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現行様式・新様式の紐付け方法 

【平成３１年２月追加】 
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■現行様式・新様式の紐付け方法 

傾向管理対象データに現行様式と新様式が混在した場合、同一測定箇所の紐付け作業を実施する。な

お、現行様式と新様式の紐付け作業は、現行様式と新様式が混在した河川用水門設備及び揚排水ポンプ

設備を対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紐付け方法を次頁以降に示す。 

 

 

【グラフ作成時の課題】 

・現行様式と新様式で測定項目の測定箇所名称が異なる項目が存在するため、それぞれの帳票に記載

された測定値が同一の測定箇所であるか特定できない。 

【紐付け実施時の留意点】 

・帳票記載の測定値が同一測定箇所であるか特定できない測定項目は、対象施設の点検業務報告

書の運転記録表を確認し、同一測定箇所であるかどうか特定する。 

 

現行様式 

新様式 

現行様式・新様式それぞれに記載

された測定値が、同一測定箇所で

あるか特定できない 
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【紐付け方法（事例；河川用水門設備）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【点検業務報告書】H29 年度 5 月データ 【新様式】H29 年度 5 月データ 

 

 

 

【点検業務報告書】H28 年度 5 月データ 

紐付け可能 

【現行様式】H28 年度 5 月データ 

現行様式に記載された

赤枠内測定値は、業者

様式の赤枠箇所と同一 

業者様式の赤枠箇所は、

新様式の赤枠箇所と同一 
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【紐付け方法（事例；揚排水ポンプ設備）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【点検業務報告書】H29 年度 9 月データ 

H29/9 

【新様式】H29 年度 9 月データ 

業者様式の赤枠箇所は、

新様式の赤枠箇所と同一 

【点検業務報告書】H27 年度 11 月データ 【現行様式】H27 年度 11 月データ 

現行様式に記載された赤枠内

測定値は、業者様式の赤枠箇

所と同一 

紐付け不可 

どちらと同一測定箇

所か判断できない 
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